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宗教倫理学会学術大会
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of 
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大会テーマ
「格差社会と人間の危機」

	現在日本の労働力人口の三分の一は非正規雇用であり、景気変動の調節弁として容易に解雇される状況に置かれている。彼ら彼女らの生活は極めて不安定であり、将来に対する希望もほとんど持ち得ない。彼ら彼女らが人間として尊厳を持って生きること自体が危機に曝されている。雇用格差が人間の危機をもたらしているのである。
 日本における雇用格差は、しかし全地球に蔓延する貧困と富裕の格差の一例に過ぎない。このような貧富の格差がもたらす人間の苦しみをどのように受けとめ、一人一人の人間の苦しみの中に人間の尊厳を回復する可能性をいかに見出すかは、そもそも宗教の答えるべき問いなのではないだろうか。
 宗教とは人間一人一人の苦しみに寄り添い、その中から何らかの救いを見出す営為ではなかったか。格差社会がもたらす人間の危機は、苦しむ人間の前で宗教は何が出来るかという問いを、改めて問い直す機会を突き付けているのである。
 日本の現在のみならず、全地球の過去、現在、未来において、格差がもたらす人間の苦しみに、宗教はどのように寄り添い、いかなる意味を与えて行くのか。この問いに答える会員各位の積極的な研究発表を期待したい。
（研究プロジェクト2009より）




日　時 ：　２００９年９月１９日（土）
　午前９時　　　　受付　　　
　午前９時３０分　開会　　　
会　場 ：　キャンパスプラザ京都　５F第１講義室
　　　　（JR京都駅ビル駐車場西側）
宗 教 倫 理 学 会

学術大会プログラム
　09：00～　　　　　　　　受　付
　09:30～12:00　　　　　　　研究発表（２０分発表　１０分質疑）
　　　　　　　　　　　　　　　＊発表要旨等は後日送付いたします　
☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　　昼　　食　　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆
　13:30～16:30　　　　　　　公開シンポジウム



　　　　　　第1部　公開講演



　　　　　　第２部　パネルディスカッション
　16:30～17:30

　会員総会（終了後、記念写真撮影）
☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆
　18:00～20:00

　懇 親 会　京都新阪急ホテル
１F宴会会場「すみれ」（下記地図参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：　高田信良（龍谷大学文学部教授）
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　　宗教倫理学会HP　http://www.jare.jp　 　お問い合わせ先：JARE実行委員会

               


同志社女子大学　中村信博研究室

                                   e-mail:　nnakamur@dwc.doshisha.ac.jp
公開シンポジウム　　
１３：３０～１６：３０

　　　　第１部  公開講演　講演題：「希望格差社会とは何か」
講　師：　山田昌弘　氏（中央大学文学部教授）
　　　　第２部  パネルディスカッション


　　　パネラー



　1)　山　田　昌　弘　（講演者）


　　　　2)　氣　多　雅　子　（京都大学大学院文学研究科教授）



　3)　堀　内　みどり　（天理大学おやさと研究所教授）


　　　司　会　
新　井　俊　一　（相愛大学人文学部教授）

～プロフィール～
山田昌弘　やまだ・まさひろ（中央大学文学部教授）
１９５７年、東京生まれ。１９８１年東京大学文学部卒。１９８６年東京大学大学院社会学研究科博士課程単位取得退学、東京学芸大学助手、講師、助教授、教授を経て、2008年より現職（１９９３年　カリフォルニア大学バークレー校社会学部客員研究員）。
　専攻：家族社会学・感情社会学。

　　　　愛情やお金を切り口として、親子・夫婦・恋人などの人間関係を社会学的に読み解く試みを行っている。

「パラサイト・シングル」の生みの親で、精緻な社会調査をもとに「学卒後も親と同居し、基礎的生活条件を親に依存している未婚者＝パラサイト・シングル」の実態や意識について分析した著書「パラサイト・シングルの時代」（ちくま新書、1999年）は話題を呼んだ。政治・経済の領域と同じように、家族においても「今までと同じやり方ではうまくいかない」という現実を見つめ、戦略的思考で家族生活のリスクマネージメントを行うべき時代だと説いている。１９９０年代後半から日本社会が変質し、若者の多くから希望が失われていく状況を「希望格差社会」と名づけ、格差社会論の先鞭をつけた。２００６年のユーキャン新語流行語大賞トップ１０に選ばれる。また、「婚活（結婚活動）」の名付け親でもある。

著書は「近代家族のゆくえ」（新曜社1994年）、「家族というリスク」（勁草書房2001年）、「家族ペット」（サンマーク2004年→文春文庫）、「パラサイト社会のゆくえ」（ちくま新書2004年）、「希望格差社会」（筑摩書房2004年→ちくま文庫）、「迷走する家族」（有斐閣2005年）、「新平等社会」（文藝春秋2006年－日経ＢＰ社ＢｉｚＴｅｃｈ図書賞受賞）、「少子社会日本」（岩波新書2007年）、「婚活時代」（共著、ディスカヴァー２１　2008年）など多数。近著に「ワーキングプア時代－底抜けセーフティネットを再構築せよ」（文藝春秋2009年）。

読売新聞人生案内回答者、週刊東洋経済「コンパス」レギュラー、テレビ朝日報道ステーション・ゲストコメンテーター、現在、内閣府国民生活審議会委員、内閣府男女共同参画会議民間議員など、公職を歴任している。

趣味は観劇（ミュージカル、オペラ、宝塚、歌舞伎）など（雑誌で劇評も行う）。好物はチョコレート、アイスクリーム、ナッツ、フルーツ、豆腐系。
学術大会会場


ｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾗｻﾞ京都


５F　第１講義室


TEL 075-353-9111





懇親会会場


京都新阪急ホテル


１F　宴会場「すみれ」


TEL 075-343-5300
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